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山鹿素行に お 銅 ｢道削 ｡ ｢異端 ｣の概 念蔑定

淡江大学日本語文学系

副教授 劉 長輝

日本仏教史を振り返ってみれば､諸々の仏道修行法の中から易 しい修行としての ｢易行｣

を選び出し､しかもそれに専念するという意味での ｢易行｣･｢選択｣ ･｢専修｣を特色

とする鎌倉新仏教が日本的仏教と位置づけられている｡それと同様に､日本儒学史を顧み

れば､朱子学 ･騒明学の敦説に飽き足らず､先秦儒学に立ち返って､なおかつ独白の立場

からそこに示された原始儒学の真意を明らかにしようとする江戸時代の ｢古学思想｣は日

本的儒学と定位されても差支えなかろう｡この点に関して､漉7園氏は､次のような見解

を述べている｡

古学思想は､徳川時代の儒学者たちの生み出したものの中で最も独創的な思想の一つ

であるOそれは一方では当時の社会的背景のもとにはじめて生まれうる思想であると

ともに､他方では日本人の国民性や日本文化の特性をよく示 した思想であると思う.

古学の日本儒教史における位置は､鎌倉仏教の日本仏教史に占める位置にあたるとい

っても､あえて過言ではないだろう｡=

では､源氏の見解を援用して､ ｢望学｣を唱えた山鹿素行 (1622-1685)の日本近世儒

学史に占める位置を考えてみることにしよう｡ F四書句読大全 ･論語Jに ｢聖人の道に非

ずして世を譲ひ民を惑はすは､是れ替異端なり｣ 川 とあるように､素行は､｢聖人の道｣

に合致しない教説を悉く異端視している｡この点から､彼の日本近世儒学史における位置

は､ ｢念仏無間 ･禅天魔 ･真言亡国 ･待国威｣と痛烈に他宗を批判 しながら折伏を行った

日遵 (1222-1282)の鎌倉仏教史に占める位置に相当するといえるであろう｡

語意を開明し､概念規定を明確化することがあらゆる知的探究の第一歩であることはよ

くいわれている｡本稿は､素行における ｢道鏡｣と ｢異端｣の概念洗足を明らかにするこ
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とを主眼とするものである｡具体的な論述については､まず彼の ｢道統｣と ｢正沫｣の区

分を検討し､次に ｢異端｣に関する素行独自の渡念規定を発明し､なおかつそれを類別し

ながら考察を進めていくこととする｡

第一 章 素行 にお銅 ｢道勘 と ｢正軌 の区分

素行 ｢聖学｣の理論体系において､次のような二つの部祭の用語が使われている｡第一

部類の用語には､ ｢道耗｣ ･｢聖学｣I｢聖道｣･｢聖教｣･｢実学｣などがあり､第二

部類の用語には､ ｢異端｣･｢俗学｣･｢異教｣･｢雑学｣などがある｡素行は､こうし

た二つの部類の用語を交互に使用することによって､下記のような幾通りかの異名同質の

対概念を表記している｡たとえば､ ｢道統｣と ｢異端｣､ ｢空学｣と ｢俗学｣､ ｢聖学｣

と ｢異端｣､ ｢望道｣と ｢異端｣､ ｢聖教｣と ｢異教｣､ ｢実学｣と r建学｣などがそれ

である｡

こうした ｢還流｣と ｢異端｣をはじめとする幾通りかの異名同質の対概念は､ ｢正統｣

と ｢異端｣という一般によく使われている言責で言い換えることもできる｡だが､兼行自

身の用例を見ると､彼においては､ ｢逆流｣と ｢正競｣とが極めて明確に区分されており､

｢異端｣に関しても一定の独自性を有する概念規定がなされているのである｡

周知のように､ ｢逆洗｣とは､.主として中国の往昔から後世へと儒学の道を伝えた聖質

の系統を意味する｡但し､儒学で使われている ｢道鏡｣という用語自体は､朱素が F中庸

章句jの序において述べた次の一文から由来するものであるO

中庸は何のためにして作るや｡子息子道学の其の伝を失わんことを変へて作るなり｡

蓋し上音の聖神天を継ぎ極を立ててより､逆洗の伝はよりて来るもの有りO【"

｢道統｣に関する素行自身の概念規定は､F山鹿語類j巻三十五 ･聖学三の ｢逆洗の説

を論ず｣に述べられた次の一文に見える｡

道の大洗は天地人物の隙に在り｡此の閤聖人勃興して其の過ぎたるを抑へ､其の及ぼ

ざるを揚げ､原文制義して名分を定め､教令を立て質罰を明かにし､天地人物己むこ
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とを得ざるの道に由りて､当然の数を設く｡是れ天に港ぎて畠極を建っるなり｡此を

以て上空の教未だ嘗て日用赤絵の中を離れず､其の文教名号只だ巳むことを得ざるの

義を以てす｡其の道尤も簡易なり｡ (中略)先聖後空が天常を開き人紀を立つる所以

の者､其の始終条理放免として世に明かなり｡首王の儀範として､万世に師表たり､

億道の宗､飼常の主なりO いり

｢逆洗の説を論ず｣という題名から理解できるように､この論述の冒頭に使われた ｢道の

大鏡｣は､ ｢道鏡｣の同義表現である.ここにおいて､素行は極めて明確に､ ｢聖人｣が

人倫の瀦常 ･社会の秩序 ･日用の競範等に亘って教示した学問 ･思想 ･数説が一つの系鎌

として ｢先聖｣から ｢後空｣へと伝ってきた相伝の系統を ｢道鏡｣として虎定しているの

である｡

｢正鎌｣の概念規定に関して､素行は､ F山鹿語賓j巷三十五 ･聖学三の ｢大一抹 ･正

鎌を論ず｣に､次の二つの論点を述べている｡

史に大一続 ･正統おり｡天下混-して諸侯朝蒋獄訟皆帰し､四海其の号令を受く､是

れ大一凍なり｡ (中略)正鏡は､大-鎌の末慧ふと雄も世を継ぎ名号あるなり｡其の

間土地分裂し､或は夷秋少しく犯し､或は世系なくして､国を僧し号を立て､或は女

主垂簾の権を専らにするは､皆正沫ならず｡ (中略)凡そ正統は､督天命人心の公に

出で､私を以て続を立っべからず､天瀬ひ人応じ以て正一あり｡ 【5〕

本朝天下の正妹は､問紺より今日に至るまで､一日の廃するなし｡其の大義中華も亦

企て望むペからず｡学校の設久しく絶え､教化の戎諭兼だ全からずして､人々猶は顔

常を存し､乱臣淑子の数々獲ることなし｡畏れ武臣権を握り戒を専らにするも､亦正

親を立てて命を天子に菓け､爵位を王朝に挿するの金治なり｡ (6)

前者は､ ｢外朝｣たる中国の ｢大一統 ･正成｣について論ぜられたものであり､後者は､

｢本朝｣たる日本の ｢正統｣に関して述べられたものである｡両者の間には､中国の ｢易

姓革命｣と日本の ｢万世一系｣という政権交替 ･帝位港承上の相違がある｡.にもかかわら

ず､素行が説いた ｢正統｣とは､いずれの場合においても､政治の領域に属する系統を持

すことに変りはない｡ここに至って､我々は､素行における ｢道鏡｣と ｢正洗｣という概
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念の区分を次のように整繋できる｡すなわちlLl ｢道統｣とは､教化の領域において人倫の

理法をはじめとする学問 ･思想 ･教説等が伝え継がれた聖里の間の系統を意味し､ ｢正銘｣

とは､政治の領域において血統 ･天命 ･拾遺等を基準とする帝位 ･政権が由緒正しく受け

継がれた系統を指す｡

第 二葦 素 行 にお 粥 ｢異端｣の概念克定一 - ｢雑学-異胤 説-

｢正扶｣と ｢異端｣という常識的な用法に比べれば､素行が ｢窒学｣という教化の領域

で使っている ｢道統｣と ｢異端｣の用法は馴染みが薄いかも知れない｡ところが､上述し

た ｢道統｣と ｢正統｣に関する素行の概念区分から分かるように､一方に ｢道銀｣を立て､

他方にこの ｢道統｣の対概念としての ｢異端｣を据えることによって構成された ｢逆洗｣

と ｢異端｣という表現は､素行の思考様式に合致し､彼の本意を的確に伝える用法といっ

てよいであろう｡

さて､素行は､ ｢異端｣についてどのような概念裁定をしているのであろうか｡周知の

通り､ ｢異端｣という語は､F論語Jの ｢為政詰｣の ｢子日はく､異端を改むるは､斯れ

菩あるのみ｣ 〔7) という一文を出典とするものである｡文中における ｢攻｣という字の読

み･解釈について､たとえば､栄養の F論語集注jに ｢汚氏日､攻､専治也｣ 【8】とあり､

仁斎の F論語音義｣に ｢攻､治也｣ 〔9〕とある｡この両者の注解を訓読すれば､ ｢攻｣の

おさ
字が ｢改むる｣と読まれ､その字義が ｢学ぶ｣ ･｢習う｣･｢修習する｣という意味での

｢治める｣と解されていることが分かる｡朱煮 ･仁斎の読み ･解釈と異なり､素行の F四
せ

書句読大全 ･論語Aに r攻､攻撃也｣ 日 03とあるように､紋は r攻｣の字を ｢改むる｣と

読み､ ｢攻める｣ ･｢攻撃する｣と解釈している｡こうした ｢攻｣に関する素行の字訓 ･

字解は､後に展開されていく彼の ｢異端｣対策と深い関連がある｡詳しい論述結､本草の

第四節に謙りたいが､ここでは差し当たり東方はどのように ｢異端｣の概念を規定してい

るかを検討してみよう｡ r山鹿語類j巻三十三 ･聖学-の ｢捻じて異端を論ず｣において､

次のように論ぜられている｡

異端の説夫子之れを述ぶ｡孔子の時仏教兼だ中国に入らず､老子ありと雄も其の説兼

だ著はれず､其の揺示する所の異端は所謂雑学なりO雑学は同じく聖人を師とすと雅
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も､其の濠聖人と同じからず､是れ異端たる所以なり｡況や学聖人を師とせず､其の

教正 しからざる結､乃ち雑学なり異端なり｡【=

ここに用いられた言語表現並びにその論述の内容は､F象山全集j巻三十四の r語録｣に

ある次の一文と極めて溝助しているO

先生 (引用者注 ･陸九淵)云はく､今世の儒者は仏老を類指 して異端と為す.孔子日

はく､異端を攻む｡孔子の時仏教未だ中国に入らず､老子ありと難も其の説兼だ著ほ

れずO却りていずれか巷指して異端と為んやO異の字と同の字は対と為るO同じく尭

舜巷師とすると腰も､学ぶ所は異緒にして尭舜と同じからず｡此れ異端たる所以なり.

(12】

このことから明らかなように､素行は ｢異端｣の概念を規定する際に､朱嘉の論敵として

知られる陸九瀦 (字は子静､象山先生と称せられる｡1139-1191)の説から一定の示唆を

持たと監われるOにもかかわらず､こうした先学の見解の援用は､素行の ｢異端｣に対す

る定義の独自性を扱うには至らない｡なぜならば､我々は､前出の ｢其の指示する所の異

端は所謂雑学なり｣という論述から､素行が明示した ｢雑学-異端｣とする彼独自の概念

規定を兄いだすことができるからである｡やみならず､素行の ｢雑学-異端｣説の後半部

の論述を詳らかに分析すると､そこから､我々は､素行が示した ｢雑学=異端｣という概

念規定を次の二つの類型に整理することができるO

まず､第-類型の ｢雑学=異端｣は､次のようなものである｡こtで注目すべきは､東

行が ｢妊学-異端｣説に示した ｢雑学は同じく里人を師とすと難も､其の源空人と同じか

らず､逼れ異琴たる所以なり｣という部分の論述である｡ここから､彼が提示した第一類

型の ｢雑学｣とは､儒学の内部に巣喰う ｢異端｣を意味することが分かる｡すなわち､こ

のような ｢雑学｣が､表には ｢聖人｣を師とし｢聖人｣の教説を重んじながら､その嘉に

は ｢聖人｣の根本教学と異なる言説を拠り薪とするもので､こうした一方で ｢聖人｣を尊

崇しながら､他方で ｢聖人｣の学問と源を異にする数説に凝るという ｢雑学｣は ｢異端｣

以外の何ものでもないというのであるO

次に､第二類型の ｢雑学-異端｣は､以下のようなものである｡ここで注目すべきこと

は､前出の ｢雑学-異端｣説に述べられた ｢況や学聖人を師とせず､其の数正しからざる
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は､乃ち雑学なり異端なり｣という部分の論述である｡ここから､素行が明示した第二類

型の ｢雑学｣とは､儒学の外部に位する ｢異端｣を指すことが分かる｡つまり､膚学の

｢聖人｣を師として尊ばず､その教説の内容が膚道の立場から見れば全く正しくないとい

う ｢雑学｣は ｢異端｣に他ならないというのである｡

以上の考察から､｢雑学-異端｣に関する素行の思考様式には､第-類型として提示さ

れた儒学の内部に巣喰う ｢異端｣と､第二類型として開示された億学の外部に位する ｢異

端｣､このこ笹薮の概念が同時に存在している土とが分かる｡

では､まず第一類型の概念規定に依拠しっつ､億学の内部に巣吸う ｢異端｣とは､具体

的にどのような学問を増しているのかを見てみよう｡素行は F山鹿語類j巻三十五 ･聖学

三に､｢聖人｣の対概念として､ ｢雑子｣という一巻を設けている｡開巻の ｢儒家着流｣

の章において､素行は､戦国時代の苛祝､漢代の買誼 ･董仲野 ･音堆 ･劉向､唐代の韓愈､

宋代の周敷板 ･張我 ･程教 ･程願 ･郡尭 ･朱某 ･陸九滴､明代の王守仁等の諸々の ｢雑子｣

を悉く批判 しているOここから､彼らの学問が儒学の内部に巣喰 う第-類型の ｢異端｣と

して捉えられていることは明白である｡

次に､素行の第二類型の概念裁定に基づき､彼は儒学の外敵 こ位する ｢異端｣として､

どのような思想 ･教説を想定しているかを見てみよう｡ F山鹿語類J巻三十三 ･聖学-の

｢籍じて異端を論ず｣に､次のようにある｡

戦国に及んで楊 ･墨 ･老･壬の徒あり｡東輩に及びて仏教中国に入り､梁より禅法天
し

下に盛なりO其の他の擬諜術数衆技百家甲流､普世を譲ひ民を惑はす所以にして､聖

教を背き人情を破る｡揚 ･墨は仁義を充塞し､其の論説浅薄なり｡故に今は既に亡び

たり｡老 .仏は其の理尤も高く其の数是なるに似たりO老 ･茸の徒も亦姦し｡只だ仏
fまぐ手 ひと

教甚だ近くして雷の募あるが如し､冶廻因果の説を立てて他をして之れを恐憾せしめ､

福田利用の数を立てて他をして身を利せしむ｡其の禅教に及びでは性心を悟り生死を

超え､仏を罵り書を焼き､理陣の説を為し､乾坤を打破し､脱体現成､直汚人心､其
か

の高話作略言を下す所なし｡故に他の愚昧底をして或は利し或娃優れて以て我が門に

いざを か

講はしめ､他の理を好み学を好む底をして､或は一括を立て或は-樺を与へて､以て

手を下す所なからしむ｡此に於て賛意 ･知不肖となく称名専修し坐禅参学す｡尤も兵

端の甚しきなり｡Flu
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ここに､楊朱 ･重電 ･老子 ｡荘子 ･仏教 ･禅法及び縦横家 ･槍陽家といった類いの ｢権謀

術数衆技百家の流｣等が儒学の外恥 こ位する諸 ｢異端｣として明示され､中でも理論が清

新高遠で､数説が真理に近似するために真理を大いに乱すに足る ｢老｣･｢仏｣､とりわ

け ｢韓廻田東の説｣･｢福田利用の教｣を立てた仏教と ｢脱体現成｣･｢直轄人心｣等の
高踏な理論を説いた禅教は､こうした第二類型の ｢異端｣の中で最も排撃されるべき対象

であるとされている｡のみならず､文末における ｢称名尊慮し坐禅参学すO尤も異端の甚

しきな･り｣という発言から推想できるように､

てこの第二類型の ｢異端｣として見倣されている｡

頻米庸三氏の F正統と異端-ヨーp7確約ポーjは､広く知られている好著である｡同書の

｢第二章 正統と異端の理論的諸問題｣の第-好一｢正銘と異端一言割増紛ら｣において､著

者は ｢正淡と異端｣という対概念を次のように分析している｡

まず正紋と異磯という言葉は､太陽と月､天と地などと同じく､相関的概念を示すも

のだといえようOだがそれは光と暗黒､善と悪､白と黒といった相関的ではあるが､

相互否定的な対立概念ではない｡断るまでもなく異端はどこまでも正鏡に対する異端

であって､異数ではないoキリスト教と仏教は相互に異教であって異端ではないO正

統と異端とはあくまでも坂本を共通にする同一範噂 ･同一範囲に属する事物相互の対

立なのである｡ 日 4･l

これに菜似した故が武田清子氏の F正統と異端の′あいだ`-締盟丑蛸柑暮-Jにも見える｡

同書の第-第 ｢問題へのアプローチ｣の第三章 ｢正森と異端の ･̀あいだ′｣の第二帝 ｢正

銘と異端の′あいだ一｣において､著者は､次のように述べている｡

｢並流｣ (orthodoヱy)と ｢異端｣ (heterodoェy)とは相対応する相関的概念である｡

｢正統｣とは､ ｢正しい｣と考えられている意見､あるいは､立場をいい､｢異端｣

とは､正成と一致しない､対立的な立場だといっていいであろう｡正統とは､自己の

立場を正 しいと確信している支配的教派､あるいは､政治的体制の､信仰的､教義的､

ないし､イデオロギ-的立場であり､ ｢異端｣とは､ ｢正溌｣の立場と一致しないか､

あるいは反対の観点 (意見)をとる立場ということができる｡その場合､異端と体制

個より判断される場合もあり､また､自らそう表明する場合もあるであろう｡ ｢異端｣
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とは､ ｢正統｣と同じ啓示､教義､信条に立ちながら､その解釈において､正統に対

する批判を奉明し､正統と異なる考えを主張するものである｡異掛 ま正銘に対する異

端であって､異教ではない.同一の宗教､同一のイデオロギーを共通基盤として成り

立つもののあいだにおける教義の理解や解釈に関する対立的立場であって､異教相互

のあいだ､異質のイデオロギー相互のあいだに成り立つ関係ではない｡キ[)スト教と

回教､キ!)スト教と仏教､あるいはキリスト教とマルクス主義等の関係は､互に異教､

あるいは､異質の信条であって､正続と異鴇の関係ではないo H 51

ここで注目すべきは､ ｢正統｣と ｢異端｣の関係について､両氏とも､共通の ｢凝本｣･

｢基盤｣を有しない限り､ ｢正統｣と ｢異端｣という対立の関係が成り立たないとし､そ

の具体例としてキリスト教と仏教 ･回教等を取り上げ､こうした ｢啓示｣I｢教義｣･

｢信条｣を異にする各々の宗教間の関係が ｢根本を共通にする同一範噂 ･同一範細に属す

る事物相互の対立｣という ｢正統｣と ｢異端｣の関係に属するのではなく､ ｢異数｣と

｢異教｣の関係に属すると論述している点である｡両氏の所論は､一神教 ･唯一絶対の真

理を信奉するキリスト教やイスラム教の世界における ｢正統｣と r異端｣という問題の解

析に妥当するものであるといえよう｡と同時に､こうした論述は､多神教的な信仰 ･多元

的な価値観を有する東洋地域における ｢正統｣と ｢異端｣､或いは専ら儒者が握起した

｢逆洗｣と ｢異端｣という問題の解決に対しても橿めて意義に富んだ示唆を提供 してくれ

ることも可能である｡では､堀米氏と武田氏の論点を､前述の素行が規定した ｢逆洗｣と

｢異端｣の概念と比較してみよう｡

まず､素行が第一額型として提示した儒学の内野に巣唄う ｢異端｣について見てみよう｡

この点に関しては､堀米氏の ｢根本を共通にする同一市境 ･同一範細に属する事物相互の

対立｣という論述と､武田氏の ｢同-の宗教､同一のイデオロギーを共通基盤として成り

立つもののあいだにおける教義の理解や解釈に関する対立的立場｣という論述が完全に適

用できる｡なぜならば､素行が説いた ｢空学｣.と先秦 ･蔑 ･唐 ･宋 ･明の講膚の学問とは､

費言するまでもなく儒学という ｢同一範噂｣に属する ｢逆洗｣と ｢異端｣の関係にあるか

らである｡

次に､素行が第二類型として開示した儒学の外部に位する ｢異端｣について見てみよう｡

ここでは､両氏が論述したいわゆる ｢異教｣非 ｢異端｣の説は適用できなくなる｡前述し

たように､素行は老荘 ･仏教 ･禅教等を儒学の外部に位する第二類型の ｢異端｣として位
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置付けているOのみならず､素行の F葡居童開Jの ｢異端の道乱道と称し難し｣において､

彼自身の言葉で仏教を ｢異数｣と称すると同時に､こうした ｢異教｣を ｢異端｣として見

倣す用例が見える｡

聞 異端の道を以て異国のをきまれること､釈氏の撞典に明なれば､是れを以て乱道

と井貫平｡

答 釈迦は迦推国王の嫡子云々｡天竺国は西戎也｡ いては､

家安全のわけあるペし｡凡そ五方の民各々異其性､国々に異教ありと云へり｡

(中略)しかればとて是れを中華に行はんとすること､甚だ愚昧たり｡聖教に事

たらざる処あらば､又異教とも云ふべLo H &)

この間答から読み取れることは､以下の四点である｡

①西戎の国である天竺では､仏教が国家を治理する法として用いられ､その結果として国

が大いに治まったということである｡

②各々の国や地域に当地の水土 ･風俗 ･民習に適合する教法があり､したがってそれぞれ

の地によって適宜蛙が逢う教法で以てその国を治め､その民を教化すべLということで

ある｡

③ ｢聖教｣としての儒学は､中華文明の地 (中国のみならず､日本等をも含む)の水土 ･

風俗 ･属習等に最も遵する教化であり､こうした水土 ･風俗 ･民習等の適宜位の問題を

考慮せず､やたらに ｢異教｣としての仏教をこの中華文明の地に普及しようとすること

は､愚昧の轟まりに他ならないということである｡

㊨ ｢異端｣としての仏教は､ ｢聖教｣としての儒学と坂本原理を異にする教法であるが故

に､その意味では ｢異教｣とも称せられるということである｡

以上のように､素行は､仏教の地域的適宜牡を是認しながら､その一方で､ ｢聖教｣を

名木教化とする億学文化歯において ｢異教｣･でもあれば r異端｣でもある仏教を施すべき

ではないと論述している｡ここから､素行の思考様式においては､ ｢異端｣と ｢異教｣と

がさほど区別されていないことが理解できる｡こうした ｢異端｣ と ｢異教｣との混用が中

国の膚学にも見える｡たとえば F朱子語寮j巻一二六の r釈氏｣に､次のようにある｡

異端の道を菩すること､釈氏が如き者は極まれりO身を以て道を任ずる者､安んぞ之
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れを弁ぜざるを得んかO孟子の横暴を弁ずるが如く､正道明かならざれは､而して異

端砕りに行はれ､周孔の数はまさに遂柊絶たんとすO誓えば火の焚まさに身に及ばん

とするが如し｡道を任ずる君子､豊に捷救せざるぺけんや｡【17〕

ここにおいて､仏教を ｢異端の道｣とし､ ｢周孔の道｣を ｢正道｣とする栄養の考え方が

端的に現れているOそればかりでなく､彼は､｢異端の道｣たる仏教が世間春風磨した潔

由は､儒学の舌聖賢の教示が正しく行われていなかったためであるとし､膚適擁護を自任

する君子は､楊朱 ･垂署を排撃した孟子に倣って､この廃れかかっている ｢周孔の道｣を

救わなければならないと説いている｡

現代の合理主義の視点から見れば､前出の堀米氏と武田氏とがキI)スト教の事例分析を

通じて構成した.r異教｣非 ｢異端｣という理論構造は極めて妥当であるといえよう｡敢え

てこの両氏の論点を借りていうならば､素行や朱其のような､｢異教｣たる仏教をも異端

視するといった立論構成は､複層を成し､論理的にはやや厳密さを欠いたものだと批評さ

れうるであろう｡しかし､たとえそうであるとしても､素行における ｢逆流｣と ｢異端｣

の問題を検討するに当たって､最も重要なのは､被の ｢道統｣と ｢異端｣の概念未定及び

そこに窄む諸問題の解明に他ならない｡

舵

以上によって､素行における ｢道統｣･｢異端｣の概念規定を考察した｡その具体的な-

内容及び特質をまとめると､次のようになる｡

克行は､まず ｢道統｣と ｢正凍｣とを厳密に区別した｡ ｢逆洗｣とは､教化的な領域に

属する概念であり､具体的には人倫の理法をはじめとする学問 ･思想 ･教説が正しく受け

継がれた聖祭間の系淡を指す｡｢正雄｣とは､政治的な領域に属する概念であり､具体的

には血抹 ･天命 ･沿道等を基準とする帝位 ･政権が由緒正 しく受け継がれた系統を意味す

る｡

次に､素行の ｢雑学-累増｣説を詳らかに検討した結果､その思考様式には､儒学内部

に巣喰う第一賛型の ｢異端｣と儒学外部に位する第二類型の ｢異端｣､この二つの概念が

同時に存在していることが分かった｡前者は､具体的には孟子と同時代の苛況やそれ以降
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の ｢億家着流｣の諸 ｢雑子｣を指し､後者は､具体的には揚遵 ･老荘 ｡釈氏やその他の

｢権謀術数衆技百家｣等を指す｡敢えて堀米庸三成や武田清子氏が説いた r異端｣と r異

教｣の区分に凝らせば､この第二類型の r異端｣は､儒学と同一範噂に属する ｢異端｣と

してではなく､億学と般本的に異なる原理を持つ r異教｣として理解されるべきであろうO

だが､素行の用例に即して見ると､彼は､仏教を取り扱う場合に､ ｢異端｣と ｢異教｣の

呼称を混用 していることが判明した｡

は､必ずしも東洋の事物の分析に適用しうるとは限らない.なぜならば､キ[)スト教には

キリス ト教としての特有性があり､儒学には億学としての特有性があるからである｡いず

れにせよ､素行における｢異端｣の概念漢定という問題をとりあげる以上､まず究明しな

ければならないのは､彼の思惟方式には､億学という共通基盤を持つ ｢異端｣もあれば､

儒学と異なる浪本原磐を持つ ｢異数｣もある､ということなのである8
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